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１. はじめに

浄水汚泥は，その性状を活かし土壌改良材，植木用土

等に利用されてきたが，最近土壌改良材の需要が減少し，

産業廃棄物として処分する量が増加しつつある．産業廃

棄物最終処分場の埋立可能容量は慢性的に不足しており，

しかもその用地が不足していることから，浄水汚泥の新

たな有効利用方法が求められている．一方，道路，鉄道，

住宅団地の建設など大規模な土木工事が行われ，多くの

人工斜面が出現し，それらの早期緑化工法も必要とされ

ている．緑化技術は，自然環境・生活環境の破壊に対し

て自然景観を復元し環境を保全する技術であり，現在，

色々な取り組みがなされている．本事業では，自然環境

への負荷が大きいとされているコンクリートブロック積

みのり面を対象として，早期緑化対策の一つである緑化

資材吹付け工法への，浄水道汚泥利用の可能性を検討し

た．

２． 実験方法

２．１ 吹付け用資材

既存の植生基材は，パーク堆肥など植物の栄養分

や生育性向上のための資材が中心であった．ところ

が，本実験で用いるようなリサイクル資材の利用で

は，溶出成分などによる環境汚染が懸念される．そ

のため，肥料取締法や土壌環境基準に合致するもの

であるかの確認を行った．その結果，浄水汚泥は緑

化資材としての安全性が確認できたため本実験用資

材として供することにした．併せて，吹付け資材に

多く用いられている高分子系接合材等のつなぎ効果

を補完するため，竹を曝砕・乾燥・裁断（50mm

程度）したもの（以下：曝砕竹）を使用することに

した．なお，曝砕竹の安全性についても確認済みで

ある．実験は，従来植生基材をベースにしながら，

浄水汚泥および曝砕竹の混練状況を確認しつつ吹き

付けることにした．

２．２ 配合設計

試験工区は 7 工区とし，1 工区の面積は横 2.0 ×

縦 1.5m(3m2)を基準とした．のり面の勾配は 5 分勾

配とした．それぞれの試験工区における配合を表 1

に示す．本実験では，緑化植物の混合種子以外に，

セダムシート（表 1 中：S）も 3 箇所の工区にで施

工した．

２．３ 混練方法

本実験の 1 工区当たりに必要とされる緑化基材

の量は概ね 150L であったため，コンクリート混練

用 2 軸強制ミキサで 1 バッチを 50L として 3 回の

混練を行いそれらを混合した後，吹付け実験を行っ

た．混練の手順は，植物性基材・種子・浄水道汚泥

および保水材との空練りを 60 秒，さらに曝砕竹を

添加した後 120 秒の空練りを行った．その後，そ

の他の資材（つなぎ材，化成肥料，水）を添加した

後，120 秒の混練を行った．なお，吹付け厚さは

50 mm を目標とした．

２．４ 調査

緑化吹付け後の調査は植生調査とし，導入した植

物が健全な植生被覆を維持し，適正に斜面の性能を

発揮しているか否かを確認する．さらに，その植生

遷移が上位の遷移系列に向かっているかを調査した．
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その結果，本実験中のいずれの工区においても緑化が確

認でき，植生基材としての浄水汚泥利用の可能性を見い

だすことができた．
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